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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】令和1年10月3日(2019.10.3)

【公開番号】特開2018-66072(P2018-66072A)
【公開日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-016
【出願番号】特願2016-203759(P2016-203759)
【国際特許分類】
   Ａ４１Ｄ  19/015    (2006.01)
   Ｄ０２Ｇ   3/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４１Ｄ   19/015    １１０Ａ
   Ｄ０２Ｇ    3/36     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月26日(2019.8.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
 　仮撚加工法においては、高機能繊維の引張り強度の低下がないことの目安として、捲
縮糸の強度保持率が２５％以上、好ましくは３０％以上、より好ましくは４０％以上であ
ることが好適である。強度保持率は下記式から算出できる。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
 　強度保持率（％）＝｛捲縮糸の強度（Ｎ／ｔｅｘ）／高機能繊維の原糸の強度（Ｎ／
ｔｅｘ）｝×１００
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
 　また高機能繊維の捲縮糸は、ＪＩＳ Ｌ １０１３　８．１２に準じて測定した伸縮復
元率が５％以上であることが好ましく、より好ましくは５～３０％である。測定前の前処
理として、測定試料をかせ状にしてガーゼに包んだまま、９０℃２０分間の温水処理を行
い、室温で自然乾燥させた。伸縮復元率が５％未満では、手袋表面をゴムまたは樹脂でコ
ーティングした際のコーティング材の接着性が悪く、一方、３０％を超えると芯糸（金属
製繊維）との調和が悪く、被覆糸の外観に凹凸が発生するため、手袋表面にコーティング
したゴムまたは樹脂の浮きなどが生じやすくなり、作業性の悪い手袋になりやすい。
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